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　1．はじめに

　2020 年から継続している令和元年台風 19 号
（Hagibis）による出水後のフロラの変遷の追跡調査
を開始してから、4 年目となった。本誌 54 ～ 55
号に掲載した報告に引き続き、2022 ～ 2023 年に
実施した植物相調査結果を報告する。植物相の変化
は、徐々に落ち着きつつあり、種数が急増、急減す
ることはないが、安定化する方向への変遷の一端を
以下に示す。

　2．調査地と調査方法

　調査地は、2020 ～ 2021 年に実施した長野県北
部、上高井郡小布施町大字押羽、長野市豊野町浅野、
長野市豊野町蟹沢の 3 つの地籍に渡る豊野リバー

令和元年台風 19 号（Hagibis）後の千曲川氾濫原における植物相の回復状況Ⅲ

Revegetation process after flooding along the Chikuma-River side 
by Typhoon 19 in 2019 (Hagibis)III
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サイドパーク周辺と同一である（図 1）。調査は、4
～ 11 月の間、月に 1 ～ 3 日調査を実施した。また、
参考として、調査地に最寄りの立ヶ花観測所の観測
水位データを図 2 に示す。2022 年以降は、出水は
あったものの、冠水しつつも植生が完全に失われる
ことはなかった。
　なお、リスト中の標本番号について、FTOM は戸
隠地質化石博物館、OAM は市立大町山岳博物館の
各博物館、IUR は井浦、TCCN は藤田の標本番号で
ある。現段階で公的な機関に寄贈していない標本は
追って寄贈する。

表 1　2022 ～ 2023 年調査実施日

Abstract
Floristic composition and dynamics have been monitored along riverside of Chikuma-River 

flooded by Typhoon (Hagibis 2019) between 2020 and 2023. Succession process of the riverside 
is stabilizing with annual xerophytes decreasing. Flora list contains 175species(with 261 voucher 
specimens) in 2022 and 132 species(with 261 voucher specimens) in 2023, 339 species (58 
families) in total. Dominanted by wetland perennial herbs such as Phalaris arundinacea L. var. 
arundinacea and for a time covered with Galium aparine L.. Small number of wetland perenial 
herbs such as Carex maackii Maxim. and Scirpus sylvaticus L. var. maximowiczii Regel which had 
not been confirmed in past monitoring, ware glowed with Phalaris arundinacea L. var. arundinacea. 
Four species such as Elymus x mayebaranus (Honda) S.L.Chen and Rumex x abortivus Ruhmer, which 
are newly recorded in Nagano Prefecture. We reviewed voucher specimens from 2020 and 2021 
and changed the species name from Galium spurium L. var. echinospermon (Wallr.) Desp. to Galium 
aparine L. and Galium aparine L. on the flora list.

Key Words: Typhoon Hagibis, Chikuma-River, Floodplain, Flora list, Succession, New records

月 2022年 2023年

4月 10日、23日、25日 9日、19日

5月 21日、23日 14日、22日

6月 12日、20日 17日、19日

7月 25日、30日 30日、24日

8月 27日、29日 -

9月 28日 23日

10月 16日 10日、14日

11月 5日 -
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2021 Phalaris arundinacea L. var. 

arundinacea 2022 2023 5 6

Eragrostis minor 

Host Eragrostis multicaulis Steud.

Carex maackii Maxim. Scirpus sylvaticus L. var. maximowiczii 

Regel Penthorum chinense Pursh Lycopus lucidus Turcz. ex Benth.

Cirsium pendulum Fisch. ex DC. 2022

　3．結果と考察

（１）過去のリスト修正
　既往報告にてヤエムグラ Galium spurium L. var. 
echinospermon (Wallr.) Desp. としていたものは以下
に示すように、シラホシムグラ Galium aparine L.、

若しくは、ヤエムグラとシラホシムグラが混入した
ものであったため、訂正する（表 2）。シラホシム
グラは、堀井ら（2015）により長野県で新たに生
育が報告された国外外来種である。この報告の頃に
は、筆者も認識していたつもりであるが、実際には
春先に開花するものと初夏に開花する 2 系統が存

図 1　調査地と令和元年台風 19 号による破堤点、浸水範囲の位置関係

図 2　2019 年 10 月から 2023 年 10 月までの立ヶ花観測所の観測水位

表 2　種名修正

（国土地理院が撮影した航空写真及び国土地理院が作成した浸水範囲 GIS データを使用）
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在すること（植村ら、2010）までは認識しておらず、
春先の系統のみ認識し、初夏に開花するものをヤエ
ムグラと認識していたことに起因する。初夏に開花
する系統が、千曲川に限らず、全県の河川敷等、市
街地、農耕地にごく普通に生育している状態である
ことに筆者が気づいたのは 2022 年のことである。

（２）フロラリスト
　現地調査の結果、証拠標本として 2022 年に
175 種 261 点、2023 年 に 132 種 164 点 を 採 集
し、2020 年からの経年確認種数は 58 科 339 種で
あった。表 3 に確認種及び標本番号リストを示す。
2022 年、2023 年両調査年の間に大きな差異はみ
られず、2020 ～ 2021 年に比べ、乾生一年生草本
の減少が特徴として挙げられる。

（３）生育種の状況
　文中に挙げる代表的な種の標本写真を図 3 ～ 11
に示す。
　2021 年までに優占するようになった、セイヨウ
クサヨシが Phalaris arundinacea L. var. arundinacea

が広範囲に生育する状況は 2022 ～ 2023 年にかけ
ても変化しなかった。ただし、5 ～ 6 月にかけてシ
ラホシムグラがセイヨウクサヨシを被覆し、一時
期とはいえ、高水敷を広く覆う状況はこれまでに
みられなかった顕著な様子であった。その一方で、
コスズメガヤ Eragrostis minor Host、ニワホコリ
Eragrostis multicaulis Steud. 等の乾生一年生草本が
減少し、低木であったヤナギ科木本の伸長生長が著
しく、高水敷の樹林化が加速した印象を受けた。優
占種のセイヨウクサヨシに湿生多年生草本が混生し
ている状況についても変化はないが、既往調査時に
は確認されていなかったヤガミスゲ Carex maackii 

Maxim.、 ク ロ ア ブ ラ ガ ヤ Scirpus sylvaticus L. var. 
maximowiczii Regel、タコノアシ Penthorum chinense 
Pursh、シロネ Lycopus lucidus Turcz. ex Benth. 等の
生育を新たに確認した。特にヤガミスゲは、全国
的に沖積平野の河川敷によくみられるスゲである
が、長野県における記録は極めて少なく、長野市
北郷の山間部、飯田市、阿南町の天竜川に限られ
る。千曲川河川敷での確認されたため、今後、千曲
川の河川敷でも確認される可能性がある。タカアザ
ミ Cirsium pendulum Fisch. ex DC. は、2022 年から
調査地のあちこちに大きな根生葉を展開しており、
2023 年には、高さ 3m を超える開花個体が多数確
認された。イヌハナタデ Persicaria x musashinoensis 

Hiyama は、イヌタデ P. longiseta (Bruijn) Kitag. と
ハナタデ P. posumbu (Buch.-Ham. ex D.Don) H.Gross
の雑種とされる。形態の概観から、一見ホソバイヌ
タデ P. trigonocarpa (Makino) Nakai 似るが、ホソバ
イヌタデの特徴である花や葉に盤状の腺点がないた
め、検討した結果、イヌハナタデとした。ホソバイ
ヌタデは大河川中下流の氾濫原に生育する。今回、
長野県内のホソバイヌタデの記録を確認したとこ
ろ、木曽町山間部の渓流において確認されており、
ホソバイヌタデの自生する環境とは思えない。ホソ
バイヌタデの県内既存記録は、イヌハナタデである
可能性に気づいたのは今回の種同定の際に気づいた
ことである。
　高水敷のマレットゴルフ場として整備されてい
る箇所は、出水のたびに冠水し、令和 2 年 7 月豪
雨、令和 3 年 8 月の大雨の際には、全域に渡り砂
泥が堆積していた。2022 ～ 2023 年には砂泥が新
たに堆積することはなかった。マレットゴルフ場周
辺には、イヌビエ Echinochloa crus-galli (L.) P.Beauv. 
var. crus-galli、イヌタデ Persicaria longiseta (Bruijn) 
Kitag. といった湿生植物とともに、人家の庭や市街
地に生育する種が生育するようになった。キクザキ
リュウキンカ Ficaria verna Huds. は、近年多雪地域
を中心に急速に増加しており、県内では、北信地域
に点々と生育する国外外来種である。北陸地方で
は、河川敷の公園や低茎草地に大量に群生している
ため、今後の動向を注視する必要がある。また、チ
ドメグサ Hydrocotyle sibthorpioides Lam. は、史前帰
化植物とされ（前川、1943）、県内では稀産種であ
り、古い人家の庭に稀に生育するが、近年ほとんど
みられない種である。このような人里で姿を消しつ
つある種もマレットゴルフ場の片隅に生育している
状況を確認した。

（４）県新産種
　長野県における標本記録がない新産種 3 種につ
いて報告する（標本写真は図 12 ～ 14）。
　 オ オ タ チ カ モ ジ Elymus x mayebaranus (Honda) 
S.L.Chen は、 ミ ズ タ カ モ ジ E. humidus (Ohwi et 
Sakam.) A.Löve とカモジグサ E. tsukushiensis Honda 
var. transiens (Hack.) Osada の雑種である。長野県
内に確認可能なミズタカモジの標本記録は存在しな
いが、オオタチカモジは少数みられる。オオタチカ
モジに該当する標本をみていくと、ミズタカモジと
カモジグサの中間的な形態的特徴をしたものから、
よりカモジグサ寄りの形態的特徴を有するものまで
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存在する。今回確認したのは、後者であり、カモジ
グサに比べ、葉が斜上して、先端があまり下垂しな
い、小穂が花穂に隙間なく付き、花穂の中軸が太く、
花穂の先端が点頭しないなど、ミズタカモジの特徴
をわずかに有している。
　 エ ゾ ノ カ ワ ヤ ナ ギ（ 広 義 ）Salix miyabeana 

Seemen s.l. は、亜種エゾノカワヤナギ S. miyabeana 

Seemen subsp. miyabeana と亜種カワヤナギ subsp. 
gymnolepis (H.Lév. et Vaniot) H.Ohashi et Yonek. の
両方の特徴を有しており、亜種以下判断のできない
ものである。葉形はカワヤナギよりもやや直線的で、
雌花の花柱がほぼ無いもの（エゾノカワヤナギの特
徴）と、明確にあるもの（カワヤナギの特徴）花が
混在することが多く、若年枝の毛がほぼ無いエゾノ
カワヤナギの特徴を有している。このような型は、
中信地域の北アルプス沿い、北信地域には広く生育
している。狭義エゾノカワヤナギ subsp. miyabeana

は上高地に産するとされてきたが、（奥原、1992・
奥原、松田、1997）、これもエゾノカワヤナギとす
るにはカワヤナギともとれる特徴も有することか
ら、筆者は、奥原氏採集の上高地産のエゾノカワヤ
ナギとされてきた標本を狭義エゾノカワヤナギでは
ないと判断し、カワヤナギと同定したことがある（藤
田ら、2022）。新産とは言い難いものであるが、今
回、中北信に生育するエゾノカワヤナギとカワヤナ
ギとの移行型に対してエゾノカワヤナギ（広義）と
いう名称を用いることをここで提唱する。
　アレチエゾノギシギシ Rumex x abortivus Ruhmer
は、アレチギシギシ Rumex conglomeratus Murray と
エゾノギシギシ R. obtusifolius L. の雑種である。花
序がジグザグに伸長し、果輪の間が明確に離れ、茎
葉の基部がくさび形になり心形とならないアレチギ
シギシの特徴と、果実の花被片に鋸歯がでて、葉柄
が赤みを帯び、葉裏に硬い毛が生えるエゾノギシギ
シの特徴をあわせ持つ。

　４．おわりに

　2022 ～ 2023 年は、遷移が進行しながら、「湿っ
た原野」といった状況で安定しつつある状況を確認
した。今後も種構成の変化や進入種に留意しながら、
標本記録を残していきたい。
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